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2006年の日本物理学会において武貞と西畑らにより、X線照射による単結晶 KTaO3の誘電異常
が報告された[1]。また、2017 年の日本物理学会において前田らにより単結晶 SrTiO3の誘電異常も
報告された[2]。KTaO3と SrTiO3はともにペロブスカイト構造の量子常誘電体として有名な物質で
ある。本研究では、ペロブスカイト構造の強誘電体である BaTiO3に X線照射を行い誘電異常が発
生するのかを調べた。また、相転移温度近傍で X線照射による測定を行うことで、相転移と誘電
異常の関連を考察した。 
図 1 は X 線照射による Cpの変化と測定温度
の関係を結晶系で色分けしたグラフである。
BaTiO3 には量子常誘電体 KTaO3 や SrTiO3 に見
られるような電気容量 Cp の異常増大は見られ
なかった。量子常誘電体の誘電異常は極低温で
顕著に見られた。しかし、BaTiO3では 2.2Kの測
定においても変化は見られなかった。また、図
1 に赤丸で示した相転移温度近傍の測定におい
ても、電気容量 Cpが増大することはなかった。
図 2 は電気容量 Cp の温度依存の測定を、X 線
を照射しながら行い、X 線を照射していない温
度依存の測定結果と比較したものである。X 線
を照射しても電気容量 Cp の温度依存性は変わ
らなかった。相転移温度 Tcに関しても変化はな
かった。                        
今回の測定結果より、BaTiO3に関しては X
線照射による誘電異常が見られないことがわか
った。BaTiO3はペロブスカイト構造という面
で KTaO3、SrTiO3と同類であるので、ペロブス
カイト構造と誘電異常の直接的な関係は薄いと考えられる。結晶系によって X 線照射による Cp
の変化が異なっていることから、分極の向きが X線照射による Cpの変化に影響を与えている可
能性が考えられる。 
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